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内

町

編

第
一
章

川
内
町
の

沿
革

一
、
川
内

川
上
両
村
の
合
併

明
治
純
一
物
ま
で
は
、
川
上
、
三
内
、
滑
川
の
各
地
区
共
に
松
山
務

に
所
属
、
北
方
村
、
南
方
村
、
松
川
似
川
村
、
洲
之
内
村
、
河
之
内
村

は
久
米
郡
、
士
口
久
村
、
井
内
村
は
浮
穴
郡
の
内
で
あ
っ
た
が
、
天
保

十

一
年
の
郡
替
に
よ
っ
て
、
南
方
村
、
洲
之
内
村
(
後
則
之
内
村
と

改
む
)
河
之
内
村
は
浮
穴
郡
に
郡
持
と
な
っ
た
。

明
治
四
年
の
廃
球
出
県
に
よ
り
、
幾
多
の
変
遂
の
後
、
明
治
六
年

愛
媛
県
と
な
り
、
明
治
十
三
年
に
全
っ
て
浮
穴
郡
は
、
上
浮
穴
郡
と

下
浮
穴
郡
の

二
つ
に
分
れ
、
河
之
内
村
、
井
内
村
、
則
之
内
村
、
南

方
村
、
吉
久
村
は
下
浮
穴
部
に
、
北
方
村
、
必
瀬
川
村
は
久
米
郡
の

能
口
陪
に
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

以
米
A
h
併
分
'酬
を
く
り
か
え
し
、
明
治
二
十
二
年
自
治
制
の
施
行

に
よ
り
同
二
十
三
年

一
月
久
米
郡
北
方
村
、
一
松
瀬
川
村
と
下
浮
穴
郎

南
方
村
、
士口
久
村
の
四
ケ
村
が
合
，
仇
し
て
久
米
郡
川
上
村
と
な
り
、

の

誕

生

下
目
穴
郡
河
之
内
村
、
則
之
内
村
、
井
内
村
の
三
村
は
三
内
村
と
な

っ
て
発
足
し
た
。
そ
の
後
明
治
三
十
年
四
月
部
制
実
施
に
よ
っ
て
三

内
村

川
上
村
は
温
泉
郡
に
編
入
せ
ら
れ
た
。

以
米
三
内
、
川
上
両
村
は
断
後
村
と
し
て
、
人
情
、
風
俗
、
円
悩

を
同
う
し
、
比
業
経
済
に
街
伎
な
る
関
係
を
保
ち
、
あ
る
時
代
は

組
合
立
小
学
校
を
設
歯
す
る
な
ど
、
向
然
的
に
』
湖
沼
の
い
肢
を
加
え
、
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大
正
時
代
よ
り
両
村
の
合
併
説
起
り
、
有
識
者
の
中
に
は
調
査
研
究

を
進
め
中
点
現
に
好
め
ん
と
し
た
白
も
あ
っ
た
が
、
共
機
到
ら
ず
一
人
に

ニ
寸
年
米
の

IM姐
と
な
っ
て
い
た
。

た
ま
た
ま
昭
和
二
十
八
年
九
月

一
日
を
以
っ
て
「
町
村
合
併
促
進

法
」
が
公
布
せ
ら
れ

同
十
月

一
日
よ
り
こ
れ
が
実
施
せ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
明
治
二
十
二
年
川
村
川
の
発
布
以
来
、
六
卜

年
の
如
刷
を
出
い
た
も
の
で
あ
っ
て

其
の
間
に
川
代
の
遊
歩
は
五

に

H
覚
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
即
ち
、
交
通
に
し
ろ
、
教
育
に
し
ろ

、

政
治
佐
美
文
化
等
芙
に
隔
世
の
感
が
あ
る
の
で
あ
る
。
交
泌
が
慌
ん

に
な
れ
ば
、
立
派
な
自
動
車
通
行
道
路
が
必
史
に
な
る
し
、
水
稲
の



稲
で
は
間
に
合
は

ぬ
よ
う
に
な
る
。
小
さ
な
村
で
ハ
の
似
の
太
中
ー
を

夢
み
て
い
る
こ
と
が
で
を
ぬ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

即
ち
川
村
が
A
門
，
仙
に
よ
り
利
純

1-1 
つ

能
率

迎
引
を
A
門
川
的

的
に
な
し
、
住
民
の
川
利
を

m泣
す
る
よ
う
腕
棋
の
泊
止
化
を
凶
る

日
，
川
に
あ
る
叫
d

に
よ
っ
て
三
内

川
上
山
村
に
於
て
は
県
の
納
品
及

び
似
准
訟
の
一不
す
処
に
よ
り
、
向
村
合
側
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

の
で
あ
る
。

二
、
三
内
村

川
上
村
合
併
促
進
協
議
会

初
め
は
山
川
村
北
〈
「
合
併
町
話
人
」
な
る
行
を
と
っ
て
先
進
地
の
悦

察
側
先
日
γ
J

を
し
て

い
た
が
、
昭
和
二
十
九
年
ぺ
月
二
十

一

nに
三
内

村
役
切
に
於
て

三
内
村
、

川
上
村
人
口
併
研
究
委
員
会
を
刷
僻
し
た
。

先
ず

「三
内
村

川
上
村
合
併
似
進
協
議
会
規
約
」
を
設
け
、
協
議

ト山ド
務
所
を
、
ご一
内
村
大
字
則
之
内
申
二
、
八

O
O番
地
、
三
内
村
役

川
拐
に
削
く
こ
と
と
し
た
。
そ
の
協
議
会
の
規
約
第

一
条
に
は
、
こ
の

協
議
会
(
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。
)
は

、
三
内
村
、

川
上
村
(
以

下
「
聞
係
村
」
と
い
う
。
)
合
側
促
進
協
議
会
と
称
し
関
係
村
が
町
村

合
併
似
進
法
第
五
条
の
規
定
に
甘
泣
い
て

「
町
村
合
併
に
必
民
な
澗

査
」
、
「
新
村
建
設
訂
州
の
策
定
」
そ
の
他
合
併
に
閲
す
る
協
議
を
行

な
う
こ
と
を

H
的
と
し
、

会
以
及
委
員
凹

一
人
を
も
っ
て
出
発
し

こ
の
規
約
を
昭
和

二
寸
九
介
三
月

二
卜
バ
日
か
ら
胞
れ
す
る
こ
と
に

し
た
。
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(J
U山委
U
H
の
外
に
川
川
和
三
ト
行
二
川
十
五
日
を
も
っ
て
同
村
と
も
村
公

淡

μ
、
泊
旅
総
代
(
似
い
い
と

代いいぷ
、
ザ
減
税
験
何
等
多
数
を
委

μ
に
依
似

し
ん
川
同
結
、
九円
川
川
へ
柏
市
?
を
か
け
た
。
)

愈
々
合
併
す
る
と
ぶ
う
↑
ゃ
に
な
れ
ば

新
町
村
建
設
計
附
の
前
提

と
な
る
べ
き
向
村
の
希
望
条
件
を
調
桜
し
て

「
合
側
後
の
新
関
係

が
ど
う
あ
る
べ
、
を
か
」
の
機
怨
を
絞
り
、
新
村
行
年
の
L

入
社
を
樹
て

る
法
総
資
料
と
す
る
た
め
に
、
五
の
通
り
協
議
会
を
閃
俳
し
た
。

(2) 

村
の
合
併
に
関
す
る
協
議
会
協
議
事
項

一
、
人
日川川
の
形
式
(
新
設
対
咋
A
H
川町
)

二
、
河
川
d

村
ヤ
ハ
(
川
也
氏
公
務
、
一九
い
易
く
、
品川u
き
い
切
い
斬
新
な
も
の
)

三
、
役
以
の
位
同
(
委

μ九
五
付
託
)

問
、
川
IH

札
日
造
物
の
処
分

(
川
本
川
町
川
後
処
し
、
行
政
川
川
A

川H
N
俗
、
処
分
は

新
村
で
)

h
、
議
会
議

μ
の
任
問
と
ど
数
(
委
以
会
付
託
)

ーハ
、

般
織
の
限

μ
の
身
分
に
つ
い
て
(
委

μ会
付
託
)

じ
、
川
村
税
の
賦
叩
叫
ん小
に
つ
い
て
(
低
き
に
つ
く
)

八
、
川
以
佐
山
凶
保
険
の
取
微
に
つ
い
て

(
刻
'
刊
の
も
の
を
州
し
す
す
め
る
)

ー
、
被
い
険
V

引
の
資
総
に
関
す
る
中
川

2
、
保
険
給
付
に
関
す
る
い
下
川

3
、
川
以
以
険
税
、

-mれ
担
人
↓
に
関
す
る
山打川
引(」
ハ
初
給
付
)

4
、川
川1
川
及
び
山
山
地
物
に
つ
い
て
(
山
山
h
'
H
A
M
療
所
と
す
る
)

5
、
そ
の
他

九
、
ー
市
総
辿
的
納
品
設
別
に
つ
い
て
(
後
廻
し
)

十
、
'H治
山
判
労
匹刊
の
収
扱
(
禾
五
日
以
〈
ぶ
付
託
)

十
一、
関
係
川
村
で
構
成
す
る
一
却
下
街
組
人
口
の
処
川
(
火
葬
川
川
町j
)

主
、
山
協
組
人
口
、
そ
の
他
公
共
同
体
の
取
扱
に
つ
い
て
(
新
村
で
)

芸
、
山
工
会
品
会
一
区
岐
を
ど
う
す
る
か

(
wl
分川叫ん
H

の
ま
ふ

十四
、
人
日
制
実
施
の
時
期
(
九
川
県
議
会
山
山
目
線
)

十革
、
新
川a
村
山
比
設
リ
リ
川
州
に
ぺ
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
い下川

ー
、
新
村
山
竹
、
川刷品川弘"以来

っι
で
そ
の
他

新
町
村
建
設
計
画
は
、
新
町
村
恒
久
の
討
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
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あ
る
か
ら

そ
の
策
定
に
当
つ
て
は
、
市
新
な
構
想
を
も
っ
て
臨
む

と
共
に
、
あ
く
ま
で
も
実
現
可
能
な
健
笑
な
も
の
と
す
る
事
、
及
び

新
町
村
誕
生
を
機
と
し
て
、
強
化
さ
れ
た
行
財
政
力
を
活
用
し
て
諸

施
設
を
後
仙
統
合
し
て
、
終
貨
の
効
率
的
運
用
と
行
政
の
能
率
化
を

は
か
る
い
巾
引
を
第

一
と
し
、
新
町
村
建
設
計
画
を
惟
定
す
る
市
中
の
悶
刻

な
場
A
n
は
、
大
綱
的
な
樹
定
斗
川
両
を
建
て
て
、
合
併
後
に
実
現
す
る

如
く
、
特
に
新
町
村
建
設
計
一
削
に
安
す
る
経
費
の
財
源
と
し
て
は
、

地
方
債
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
手
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

て
新
川
村
山
山
設
け
川
本
ん
針



一
一、
川
村
役
以
立
所
統
九
日
終
仙
に
閲
す
る
山
ド
山

-
、
小
川
j

校
、
小
川
I
校
そ
の
他
数
行ー
ゾ
〈
化
胞
設
の
終
的
統
A
H
に
附
す
る
引
以

内
、
的
防
胞
人
以
の
統
人
仏
γ
川
川
に
閲
す
る
引
引

h
、
一
川
悦
一
診
療
所
そ
の
他
術
ぺ
胞
設
の
刷
物
仙
に
関
す
る
中
川
引

』ハ
、
佼
住
施
設
、
以』
H
4ル川
そ
の
他
阿
佐
胞
設
終
仙
に
関
す
る
下
川
引

し
、
川
一
路
M

仙
波
そ
の
他
J
木
属
品
川
作
陥
に
閲
す
る
下
瓜

八
、
ぷ
辺
引
'
来
、
'H動
山
中
川
必
活
業
そ
の
他
公
日
企
業
に
関
す
る
下
川

九
、
以
上市
川
，N
治
成
に
凶
す
る

'wd引

ー
、
/れ
の
外
A
H
川
川
の
目
的
を
引
火
山
叫
す
る
た
め
の
必
必
な
介
側
川
村
の
永
久
の

利
純
と
な
る
べ
き
辿
設
山
ぃ
主

之
、
川
政

A
州

十ニ
、
そ
の
他

内
村

川
上
村
合
併
促
進
協
議
会
専
門
委
員
会

ま
た
別
に
三
内
村

川

K
村
合
側
促
進
協
説
会

専
門
委
員
会
恒
務

分
品
川
下
刷
れ
を
設
け
て
総
務
部
、
財

務

部
、
教

育
部

、

社
会
部
、
」

木

部
の
い凡リ門
委
員

会
を
川
仰
を
委
員
附
託
と

し
て
研
究
さ
せ
た
。

.ん1、
司、E川

毛主

部

十
、
新
川
H
U
H
に
関
す
る
山
ド
倒

、
役
以
の
位
川
勺
に
凶
す
る
下
掛

.、

刊叫
ん
ム
の
議

μ
の
日
川
と
立
数
に
関
す
る
引
川

内
、

一
般
脈
の
級

μ
の
身
分
に
閲
す
る
引
項

仁川
、
部
務
、
必
給
日
以
設
山
に
附
す
る
山
ド
頃

六
、
，
ハ
治
山
剖
労
回
刊
勺
の
いいd
M
W
に
閲
す
る
い
下
川

七
、
関
係
川
村
で
構
成
す
る

一

-m引
仕
切
組
人
U

に
閲
す
る
小
ト
山

八
、
新
村
山
比
設

A
州
に
附
ず
る
小
ド
川

九
、
山竹
f
赤
城
辺
に
関
す
る
山
ド
川
引

十
、
そ
の
他
、
他
の
却
に
い
問
し
な
い
が
川

，叶A
j
--

務

制l

一
、
政
入
ぷ
山
に
閲
す
る
山μ
山

三
、
川川・
M
に
関
す
る
い
下
川

三
、
公
日
企
業
M
1
J
r

一
閃
す
る
下
川

円
、
そ
の
他
、
財
務
に
関
す
る
小
山

教

育

1.市

へ 31，~ 

て

小
川一J
校
に
関
す
る
引
以

一一

、
中
川J
校
に
関
す
る
い
下
刷

三
、
諸
学
校
及
び
諸
川
「
級
に
閃
す
石
山ド
以

内
、
公日比
仙
川
動
吋eJ
に
関
す
る
市
山

い九、

1

門
付
川
に
閲
す
る
い
下
山

六
、
川
人
公
に
関
す
る
が
唄

七
、
社
会
教
育
に
関
す
る
山
ド
頃

八
、
そ
の
他
、
教
育
に
閲
す
る
引
羽

H 

メL
:c;::. 

部

て
川
川
北
川
町
山凶
保
険
引
業
に
閲
す
る
引'川引

二
、
病
院
診
療
所
匂
に
川
附
す
る
…下
以

三
、
M
K
a
M
施
設
保
育
所
に
関
す
る
市
羽



円
、
公
日
住
人℃
に
闘
す
る
い下
川

五
、
が
附
縦
州
合
に
川
附
す
る
山
ド
叫

六
、
火
葬
場
に
閃
す
右
下
川
ハ

七
、
そ
の
他
術
川
]
及
コ
旧
小
ぺ
胞
設
に
閲
す
る
引
川
引

ずm
1:11) 

本
一
、

一
般
ト
木
に
関
，
一
9
7
0

引
引

了
、
以
来
|
ぶ
に
附
す
る
山
ド
川
ハ

一-
、
休
業
'
仁
木
に
凶
一
ヨ
る
引d
川ハ

川
、
炎
上
f
u
H
H
こ
刻
一
ヲ
る
下
司

l
j
J
i
l
l
-
-
d
l
]
 

J
H

、
川附
H

占的
一泊
請
に
閲
す
る
引
川

L

ハ
、
山
一
刷
業
に
凶
ず
る
が
瓜

七
、
休
業
に
関
す
る
ポ
頃

八
、
そ
の
他
|
本
及
び
勧
業
に
関
す
る
下
瓜

」
の
刷
定
作
昭
和
二
十
九
年
四
月
・八
日
よ
り
施
行
す
る
。

「
与
門
委
員
」
は
最
初
の
委
員
四

一
名
の
中
か

ら
取

っ
た
。

か
く
て
昭
和

二
十
九
年
三
月
に
合
併
促
進
協
ぷ
会
の
設
立
が

で
き

規
約
の
制
定
、
村
議
会
の
議
決
、
県
知
事
の
認
可
等
も
完
了
し
て
出

点
比
し
た
も
の
の
最
も
脱
却
点
と
な
っ
た
こ
と
は
、
明
治
二
十
二
年
町
村

制
巾
ド
〈
胞
以
米
六

)
年
の
旧
村
怠
識
の
脱
却
の
出
米

ぬ
手
と

「
新
村
役

川
初
佐
川
川
題
」
及
ひ
「
中
学
校
統
合
及
び
校
合
住
築
佼
山
問
題
」
笥

で
あ
っ
た
。

川
上
、
三
内

二
村
合
併
問
題
も

「
来
杭
六
ケ
村
合
併
問
題
の
」
的

到
す
る
等
の
事
も
あ
り
議
論

π出
容
劫
に
決
定
す
る
に
一
念
ら
ず
、
件以

間
合
併
協
議
会
事
務
局
は
資
料
の
提
出
磁
蒙
運
動
等
に
努
力
を
致
し

昭
和
二
十
九
年
九
月
県
議
会
上
れ
を

H
棋
に
促
進
協
議
会
以
び
各
部

専
門
委
員
会
を
開
催
し
て
別
究
を
進
め

一
方
広
報
活
動
、
或
は
部

格
別
懇
談
会
匂
を
開
似
し
て
、
前
進
の
態
度
を
弛
め
ず
合
併

へ
迎
逃

し
た
。

四
、
三
内
村

川
上
村
合
併
促
進
協
議
会
経
過

知

一
川
促
進
協
議
公

た
。

第
二
川
門
川
寸
五
円
川
上
村
役
場
に
て
開
催
し
た
。

山

協

議

事

項

ー
、
役
以
の
位
山
け
川
本
線
、
は
新
川
辺
、
沿
い
民
地
を
出
さ
な
い
適
地
と
す

プ
包
C

2
、
議
会
議
日
以
の
任
期
化
数
日
治
法
抑
九
十

一
条
約

一
刻
に
よ
る
ト々
法

で
、
川
村
川
中
位
に
選
挙
wい
を
設
け
、
山
村
問
叶
S
J

数
選
山
G

立
政
二
イムハ

h
7
 

川
和
一一
ト
九
竹
内
川
七
日
三
内
小
川
J

じ
に
て
川
似
し

~ 32~ 

3
、
新
村
は
「
村
」
に
決
ー江

4
、
川
以
鮎
以
保
険
の
取
抜
山
叫
'れ
三
内
日
刊
の
'川
っ
て
い
る
市
分
に
つ
い

て
は
紙
続
し
、
川
1

村
は
早
斗
に
川
始
、
コ
一
内
村
の
総
に
沿
う
べ
く
進

め
る
乙
と
に
決
ak
し
た
U

第
三
川
協
議
会

以
バ
ご
l
-
H
こ
内
村
役
場
に
て
川
似
し
た

』



H
川
I
K
地
'
h心
打
什

td，
h
い
J
品
じ
仕
防
栄
丸
、
保
十
仁
ド
、
リ
川
ド
一
下
米
'ヘム
し

ー
ノ
ー
ム

ノ
『

正
1
Iy
l
L小
104小
t
f
H
l
i

r刈

FI

r

-

-

ノシ

陥

ぷ

山
U
a

川引

ー
、
山
村
U
N
よ
り
川
H

の
恕
は
叫
ん
ム
の
校
級
の
川
品
川
川
あ
り
、
山
村
忙
(
人
ハ
川
川
に
以

ト
ハ
什
は
な
い
が
、
よ
く
川
代
印
刷
比
ん
し
て
介
似
を
准
め
る
よ
う
必
引
が
あ
っ

た
。

2
、
新
村
山
比
比
叫
叫
以
来
に
つ
い
て

A
議
し
た

」

川
出
切
の
山川
山
川
川
凶
制
収
山
米
ず
次
川
日
以
一
散
会
し
た
U

1
H
J
J川
E

E

L
-
J

I

L

I
-

-
J
ミ
H
'
K
E
こ
て
州
出
u

h
t
u』
hι
七
U

刷

/

J

l

J

-

j

1
1jlJι
恥

1
1ノ
F
Yイ
ノ
，
z-
l戸

l
i
t
-

4
4
1
1
 

j

i

l

l

 

-

"

。

J
一

役
切
の
仇
川
糾
ら
ず
総
務
委
以
、

f-刷委ハμ
い封
、
刑
山
山
打
杭
刊
に
協
議
を
付
託

し
協
議
す
る
。
決
命
が
川
な
い

の
で
総
傍
受

μ
、
J
H

州
委

μμ
会
を
聞
き

陥
ぷ
す
る
引
と
な
り
、
九
川
県
議
会
山
山
を
科
尚
泌
す
る
U

川川

h
川
協
，
A

刷
会

八
川
一
日
三
内
村
役
以
に
て
凶
似
し
た
し

川
泌
は
役
以
仙
川
、
他
に
適
地
を
燃
が
ず
し

3
J
¥
リ
ι
h
M
E
A
E
L
ij
dJ
I
l
-
-
J
i
J九
1
4
4
二
L
e
jぃ
i

J
こ
し

川
川
イ
ノ
ド

Mυ
仏
ノ
ー
ィ
ノ
J

I
L
l
-

1
十
仰
い
い
M
l
7
、H
Uれ
H
IL

山
川
米
地
ん
が
，
M
川
所
以
、
総
務
川
口
火
、
川
川

l
引
米
んム
u

I I，~ 

1淡

Ju 

ー
、
第
五
川
川
山
山
協
泌
会
で
総
山
山
戸
公

μ会
川
川
γ

小
山
の
役
以
似
川
の
訓
ぃ
?を
委

いは
ド
何
よ
り
山
内
合
あ
り
協
議
の
結
民
、
川
ト
一村
山
以
、
以
ト
ホ
氏
~
℃
を
腕
人

す
る
乙
と
に
決
正
し
た
u

2
、
小
川J
校
統
九
日
々
引

一
村

一
ー中
川f
校
と
し
、
川
和
ご
|
行
広
川
町
制
川
小
川
j

枚
、
川
和
:
|

行
皮
川
J
小
川J
い
は
を
そ
れ
ぞ
れ
一一
内
山
中
川
下
校
に
統
介
す
る
こ
と
に
決
μ
ん

し
た
。

3
、
教
育
委
日
比
九
ム
一
会
員
の
日
則
と
淀
川
凪

川
村
人
日
間
促
進
法
第
九
条
の
こ
知

一
以
の

M
'L
に
よ
り
新
日
ん

μ門
人
、

任
則
は
新
村
山
以

avの
け
か
ら
尚

一
ケ
作
と
す
る
こ
と
に
伏
広
し
た
υ

4
、
次
の
下
引
は
利
付
附
泌
が
さ
れ
た
。

川
以
上
市
川
mtu凡
の
処
分

刷

版

μ
の
身
分
保
川

村
川
川
北
川
出
版
保
険
山
ド
業
の
山
以
川
以

川
門
市
水
辿
的
相
川
μ
凡rd
山川
ト
刀
法

側

一
部
下
務
組
八
日
に
関
す
る
下
川
引

5

、
へ11hパ
だ
印
}
D川
町
川

{
i
i
;
l
t
i
p
-

八
川
山
議
会
に
似
山
、
実
胞
を
イ
一
川
ご
い
の
日
以
で
辺
む
乙
と
に
州

、l
t
こ
。

ノ
ー
ふ
じ
サ
ム

6
、
協
議
山
山
川
及
び
刻
村
山
山
凡
ぷ
リ
リ川州

協
議
小
ぃ
ド
川
及
び
析
付
位
設

A
州
の
協
議
が
な
さ
れ
、
こ
の

A
州
に
よ

り
、
川
終
恕
談
会
を
円
十

2
に
聞
き
、
い
刊
以
外
位
の
納
引
を
引
る
こ
と
を

山
人
口
せ
散
会
し
た
“

凶

部

落

懇

談

会

第
六
川
似
進
協
議
《
に
お
い
て
決
比
さ
れ
た
ω

新
村
山
山
凡
叫
リ
川
州
必
制
に
け川

き
次
の
川
一
り
仰
山
市
恕
淡
会
を
山
犬
胞
し
た
ο

内

村

の

分

L

I

-

-

f
t
ノ
l
J
ノ

，ノ

f
e
o

H

十

日

十
二
日

ノ〆

卜
を
L
iJ

/
'
f
j
H
 

" 
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イi>_1一内
m谷才?
小小
lWγ 
'J 1交 jえ

三
内
村
役
以



'

司、1
i

A

l

l

」
ノ
l
L

川

上

川

の

分

'
U
1
4
d
l、

寸寸

」，
ノ
t
a
F

'
''
P
E
-
-

，

.
L

、、
vtι

バ

/

十Fau
-
-
a
 

E

，，
ノ
『
f
o

T
』

h
o
t
l

J
tノ

ll，

械
げ
ん
公
会
バ
γ

給

制

川

校

出
灘
人

4
q

H
卜
J
党
助

け
川
ト
」

h
'リ子ー、
ぇ

北

ん

会
川
Ha

十

日

波

抑

制

一
℃

!

一

日

以

内

ぷ

t
j

卜
川
け
川
|
村
役
場
に
て
川
似
し
た
。

山
小
川
べ

l
q二
川
ト
九
竹
川
|
村
役
以
に
て
附
似
し
た
u

m
-川三
J
1
h
q
三
川
十
三
日
川
上
村
役
以
に
て
開
似
し
た
。

r
r
h、
弘

4ι¥
4
I

J
7
c
j
H
 

，，
 

J
 

r
 

J
 

3
J

i
J
PH
H
1
2
L
M
f
h
u

、、B
A

U

サ
l
L
hい
仙
川
叫
ノ
4

1

J
・it

、J
H
o
JH
q
m

足、、

h
ぺ

j

hド
U
同
一
一快
ノ
ム

1
2

『し
J
H
1
J
U

不足、、、

がオ
l
ノ
h
ド

rp-仏
/
，
ム

五
(1) 
村

定

名

決

村
合
併
弘
州
内
「
新
川
内
村
誕
ぺ
す
」

川

q
hA
ニ
内
村
、
川
上
村
の
合
側
促
進
協
品
会
が
生
れ
て
以
米

合
付
余
、

似
不
審
議
を
市
ね
、
そ
の
問
幾
多
の
江
余
山
折
が
あ

り
、
村
民
各
位
に
も
何
回
と
な
く
相
談
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

遂
に
山
い
よ
を
む
す
び
三
月

二
十
日
合
併
促
進
協
議
会
及
び
両
村
、

村
会
に
於
い
て

三
内
、
川
上
の
両
村
合
併
決
議
が
成
立
い
た
し

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
豆
な
る
い
山
中
川
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
と

寸
L
吉
日

一
、
新

村

の

名

称

一
、
新
村
実
施
期
日

一
、
新

村

役

て

学

校

の

格

的

村
議
会
の
制
成

村

長

と

議

員

の

選

挙

1ヨ
切

「
川
内
村
」
と
呼
称
す
る
。

昭
和
三
十
年
四
月
二
十
五
日

現
川
上
村
大
字
南
方
二
八
八
番
地
へ
新

築
す
る
。
新
庁
舎
の
完
成
す
る
ま
で
現

川
上
村
役
場
を
使
用
し
、
現
三
内
村
役

以
に
出
恨
所
を
向
く
。

小
学
校
、
中
学
校
共
に
当
分
の

m別
状

の
通
り
と
す
る
。
但
し
巾
学
校
は
統
合

の
方
針
を
も
っ
て
五
ヶ
年
以
内
に
到
三

内
中
学
よ
り
新
日
舎
附
近

の
間
に
建
設

」
3
7
Q

。

第

一
回
の
選
挙
に
限
り
句
間
三
内
村
、

旧
川
上
村
の
地
灰
別
に
選
挙
灰
い
を
設
定

し
て
各
々
十
三
人

(
A
n
A
二
十
六
人
)

山
知
の
議
員
を
選
出
す
る
。

新
村
発
足
後
な
る
べ
く
円
干
く
、

未
定
、
法
定
期
間
五
十
日
以
内
)
村
以
放

新
村
先
日A
f
引
は
順
次
決
定
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
が

ひ
村
議
会
議
員
の
選
挙
を
執
行
す
る
。

ト人
体
/
れ
の
よ
う
な
方
法
を
も
っ
て
、
米
る
四
月
二
十
ム
円
引
が



「
川
内
村
」
は
姉
や
か
し
い
発
足
を
い
た
し
ま
す
。
新
村
の
行

手
に
は
幾
多
の
古
難
と
歓
喜
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
お
互
に

し
っ
か
り
と
手
を
執
り
あ
っ
て

一
致
協
力
、
こ
の
苦
難
を
開
拓

II(i 
w 

し
L

八
さ
な
希
望
を
現
実
に
す
る
よ
う
努
力
致
し
ま
し
ょ
う
。

)J 

川 三 川 三 !
/， I)~ ! ~ 

1~1 :/:，i /'， 1)'1 11 
議議
会会 十l村
議 ~ì~
J可 Jビ!丈 jに

(2) 

村
名
募
集
当
選
決
定

か
ね
て
非
集
小
で
あ
っ
た
新
村
名
応
非
行
一二
四
三
名
の
多
数
に
の

ほ

大 111 jj出火

i)~ )/ I 1 il 

lI'j _1' J'C: lI，'i 

久山1¥れ

H
(新
村
名
人門リ川

凶
ド
札
却
の

多
去
、に
J

ほ
し
た

の
で
あ
っ
た

昭
和
三
十
年
三
月

が
、
内
衡
の
仙
川
r
A

、
新
村
行

「
川
内
」

-
九
ハ
の
似
進
委
員
会
に
於
て
発
ぶ
し
た
。

人門
川
村
の
出
村
名
川
上
村
の

「
川
」
と、 と
決
gLそ
の
刷
出
と
し
て

凡
た
る
組
長
か
ら

り

ハハ

つ
宣
伝
川
本
流
横
河
以
東
の
川
の
内
に
在
る
地
勢
上
よ
り

三
内
村
の

「
内
」
を
執

し
た
。

「
川
内
」
と
一五
う
名
称
を
呼
称
す
る
こ
と
と

当
選
パ
三
ゐ
ん
岬
刊
に
賞
金

一
万
円
を

q
分
に
贈
呈
し
た
。

川
川
総
第
二
九

O
号

(3) 

H白
羽l

十
年

月

[J 

三

内

村

長

生

川

上

村

長

日

比
正
也

一J
F
什
ケ
方

41
一
に

咋
印

r
y
判
凡
↓
ノ

z

ヨペ
a

司
同
μ

l
ム

相川
公
邸
三
内
村

村
の
廃
叩随
分
A
n
に
つ
い
て

及
び
川
上
村
に
か
か
る
政
記
に

つ
い
て
は

紙
告
示
の
と
お
り
処
分
さ
れ
た
か
ら
御
了
知
附
い
た
い
。

愛
媛
県
告
示
第
二

O
八
号

混
米
郡
三
内
村
放
ひ
川
上
村
を
廃
し
そ
の
医
城
を
も
っ
て
川

内
村
を
設
起
し
昭
和
三
十
年
四
月

二
十
五
日
か
ら
施
行
す

る
。附

和
コ一
十
年
三
月
二
十
二
日

六
、
新

村

建

設

計

画

(2) (1) 

{~ IYA 新
{J[ 
の係{、l
}f; 
よトIy， 

愛
媛
県
知
事

Aニ

久

J仏

目

(2) (1) 

新，， )IJか1
乏 し で 勺1;(;JI' 
iiX子内y
ィ、1竹 下

{)i ~"i +、II ~、l

対 }I/

!!!lト|
条)

1'1 
ノ入

1JI 

日'1

it 

~JL 
Ij)く

同
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二
、
新
川
村
山
比
設

、ノl
h
¥
J
l
l

0
4
A
』ぺ，
j
h
J
J

(1)ァ
久》

i交 ιJ;:f交
Jb) JjjJb) 
0) こ
[立 l刻

(11) (3) (2) 

の111ど役
んJj'Jfr Jb) 
引介のの
似位 ili
川 ii'i:築

IJL¥ 
(3) (2) (11 

のの
ji'i 1/1小小統(lE教
学 'y fT火:tl'
l之校 'γ 1¥<:(ヒ胞
の? lii!i胞設
位|ズ t< I没そ

(41 

のの11-'
)iWIヴ
童/&，fよ
;i;庁校
築子干

二
、
新
村
は
民
業
を
中
心
と
し
て
作
目
制
作
業
の
進
展

と
・父
泊
文
化
の
充
達
を
は
か
り
、
住
民
の
福
利
を

恒
久
的
に
向
上
せ
し
め
、
明
る
い
千
和
郷
を
建
設

す
る
。
こ
の
た
め
古
米
よ
り
の
終
験
を
十
一
台
と
し

て
、
市
新
な
る
村
政
の
庄
一
日
に
よ
り
役
場
、
川'イ校

M
l
J

あ
ら
ゆ
る
行
政
胞
設
を
統
九
日
終
附
し
て
教
育
を

振
興
し
、
川
山
辺
の
改
修
を
促
道
し
、
出
迎
林
道

を
改
修
し
て
山
um
白
川
似
の
川
川
を
は
か
り
、
沖
川
業

胞
設
を
拡
允
相
川
す
る
。

(41 (3) (2) (11 

に 111支 II{{地新
平1)1、)ifrね]Iζ 十|
川役は三 ii'i:の
す JLJiF[卜く 1交
るはか {_j:. O ~} 

。公な皮 は
会いに J:l~ 
~:~.:お )1 1
い内

'JI てやl
抗新 λ
所築字
句 す l十干
る )1

公 。 二

J七八
)/I!!八
;没 者干

H
U
l
 

l
 山

w
1
分
の
川
射
状
の
泊
り
と
す
る
。

凶

w
1
一
分
の
川
現
状
の
泊
り
と
す
る
。

間

新

村

一
中
学
校
を
回
線
と
し
て
、
統
合
す
る
刀

針〕
に
甘
都
き
狭
山
川
す
る
。

凶
中
川
'f校
地
築
統
〈
什
は
、
昭
和
三
十
五
年
ま
で
に

新
庁
介
附
近
よ
り
三
内
中
学
校
に
ポ
る
川
に
悠

(71 (61 (51 

Jjfにの1t 校小|五1/-'
l長/*leの介 、 ザ
す{'i(山'/ir;I/:J絞
る終'下 m学の
'J:irili校校学

印
公
民
航
の
統

人

μr附
引
一
県

間

幼

税
同
の
統

A
H
桜
山
川

川川
教
育
委
ハ
礼
会

の
統
A
H
終
的

ド札
、
消
防
胞
設
の

一

小
花
、
I
屯
l
n

川
二
川
口

一

tノ
i
d
I
h
-
-
U
一

す
る
い
下
掛

一

-?

と
1
T
Id--

」

f

d
1
4仏
d
u
b附
削
剛

刊

AT、
九円

1
8
布
]

唱
併
バ
ノ

l
'
L
u
r
f'

ι
h
M

設
の
統
人
口
市
P
掛

川
診
療
所
終
的

印

刷

制

約
品
川
の

統
A
川
格
俳
川

築
す
る
も
の
と
す
る
o

三
内
小
川
j

校
は
、
昭
和

三
十
竹
皮
に
於
て
増
築
す
る
も
の
と
す
る
。

問
中
学
校
の
実
的
に
即
し
て
務
附
す
る
。
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刷
此
リ
仙
に
よ
る
山
山
止
山
似
合
は
新
校
介
V

入
は
公
民
飢

M-J
に
移
築
松
川
す
る
。

間

引

三
内
家
政
広
川
f
校
は
拡
充
終
仙
す
る
。

い
ん
川
制
京
川
川
口
川
匂
円
J
M
似
は
、
命
日
制
を
け
仰
と

し
て
ー
ム
-
t
λ
r
l
H
す
る
。

づ
L

上
レ
サ
コ
ト
M
e
u
M寸
フ
ヲ
r
o

間
川
川
相
似
の
見
込
っ
き
次
第
村
山
中
央
公
以
舵
を
悠
築

し
作
郎
落
公
民
航
を
ー
メ

tmと
し
て
爪
川
ー
す
る
。

間

引

川
上
幼
稚
凶
を
維
持
す
る
。

叩
町
村
人
口
側
似
進
法
改
止
法
作
治
九
条
の
二
に
よ

り
、
委
討
を
川
越
川
、
選
挙
に
よ
ア
引
委

μ
八
人
が

川
一
巡
に
よ
り
、
問
中
川
を
決

-L
し
、
議
会
選
山
山
委

μ
は
、
新
議
会
か
ら

一
名
選
山
一
9
7
1

r
I

、
山
防
山
川
は
統
A
U
し
、本
州
仰
を
新
村
役
場
に
山
引
き
、

分
川
は
引
状
の
編
成
に
よ
る
。

山
川
川
日
以
帥
阿
波
保
険
を
尖
胞
し
、
両
日
1
8
原
所
を
維

比刊'将山
h
，
い
す
る
。

凶
現
東
山
川
六
ケ
村
、
伝
染
日
制
下
附
離

M
A引
い
を
光
川
す

る。



(3) 

の(11)火
快j!iHド
(IUi'I!;;'] 
}jfu Jt 
Aの

ー七

七
、
似
育
所
川
(
の

他
山
ぺ
胞
叫
叫
の

I
eH
 

山
川
川
向
所
の
統

〈
U

(2) 

設の dじ公
のfUl迎 l~i1
終lヲli)J公
MU/I:):!!Jj);~' 

胞JWニ

，t 1 
(1)ノ、
のの
jii '!Wf山jo
i科fliii1.l'X 
の下水 、
t/~ 与;Üfuf~
fliii 設そ

(3) (2) 

')::i"I .(，可
決川 の

オベ flUi 

(11) 

の治
情1LI 

・)!治
Jjj;)( 

印

刷

「
川

|
北
山
ハ
刊
(gV
術
パ
イ
制
人
日
終
日
火
非

場
」
を
え
川
す
乙
。
新
設
役
以
附
辺
に
公
衆
似

所
を
設
川
す
る
。

山
保
育
所
を
祈
村
へ
設
山
す
る
ま
で
羽
川
上
保
台

川
凶
を
川
山
川
ず
る
。

凶
次
の
川
ぺ
胞
設
を
設
山
す
る
。

イ
、
公
日
住
宅
を
設
山
す
る
。

口
、
天
神
山
、
内
猪
滝
川
1
J

の
公
附
化
を
は
か
る
。

ハ
、
向
ぺ
山
引
を
常
設
し
公
衆
衛
ぺ
の
川
似
に
努
め

る
。

川
村
川
川
政
を
1
4
d

応
し
必
必
伎
の
順
に
よ
り
…
必
次
盤

附
す
る
。

ィ
、
川
辺
、
卜

一
り
似
の
改
修
。

口
、
川
辺
、
弘
山
川
、
机
河
原
停
ぃ
車
場
柏
村
の
改
修
。

ハ
、
山
辺
、
川
町
山
仙
川
線
の
格
的
。

ニ
、
村
辺
、
緊
竹
中
皮
に
応
じ
逐
次
桃
山
川
す
る
。

ホ
、
林
辺
、
緊
年
度
に
応
じ
一
溢
次
紙
北
川
附
す
る
。

へ
、
州民辺
、
緊
急
度
に
応
じ
逐
次
抱
附
す
る
。

凶
法
川
升
川
焔
改
修
似
遊
。

間
村
内
外
川
川
比
ハ
、
災
直
復
旧
米
Y
山
内
加
を
栴
仙

す
る
。

凶
村
内
九
地
に
崩
壊
地
多
く
山
川
町
川
口
山
の
砂
防
工

引
に
努
め
る
。
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(2) (1l 'J!能付二
九緋 '1業との 、
'j::J也 vじ な永他
民lこ 7，久に
|長 tY illのfT
す 五 I没平IJf)i

間
交
通
終
的
に

開。一

i
u'山ド出
世

凶
川
一
の
他
山
山
設

小
J

業

一二
、
日
(
の
他

山

山
竹
川
統
A
H

山
い
町
人
九
五
の
統

A
u
 

m
位
協
組
A
H
吋
j

の
統
〈
什
可
j
川
悦

凶
山
業
委
い
以
八
ム

の
統
A
H

一
山

新
付
樹
収
1ζ

化
〈
花
川
米
の
怒
刊
行
慣
を
訓
除
し
生

爪
改
訟
を
同
円
人
励
す
る
。

凶

ぷ

川
本
版
及
び
文
怖
の
災
後
に
よ
り
流
失
し
た

る
耕
地
を
仮
川
す
る
。
山
地
法
に
けぷ
く
新
聞
培

地
の
適
不
適
を
再
検
川
し
、適
せ
ざ
る
は
出
し
、

適
す
る
は
拡
充
す
る
。

間
伊
保
鉄
道
線
を
新
村
中
央
ま

で
延
長
成
致
す

る
O

M

松
山
、
新
肘
浜
川
の
凶
山
川
バ
ス
を
読
致
す

る。

・
父
、
必
開
先
の
ぷ
併
と
し
て
川
辺
十

一
り
総

の
早
期
改
修
を
促
進
す
る
。

凶
村
内
電
話
を
必
山
慨
す
る
。
村
内
放
送
設
的
を
悠

附
す
る
。

山
統
人
日
終
備
す
る
よ
う
桁
導
す
る
。

凶
統
人
口
桃
川
川
す
る
よ
う
指
導
す
る
。

間
統
人
口
約
恰
附
す
る
よ
う
指
導
す
る
。

凶

ψ
1
分
の
川
川
村
の
山
業
安
ハ
以
会
を
地
以
内
凶
米
安

μ会
と
す
る
。

附
和
三
十
年
度
及
び
一
尚
後
五
例
年
度
の
財
政

A
阿

Lぷ

入

(
巾
低
下
川
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玉
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軍
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、
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落
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の
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ー
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一円
一

一ー 一一 型 PE
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て
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、
滑
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地
区
編
入
合
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を

決
議
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。
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た
の
で
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が
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そ

内
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そ
の
面
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も
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に
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も
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を
施
く
に
よ
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旧
川
上
村
に
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て
は
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来
讃
岐
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道
の
宿
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と
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、
人
馬

の
交
通
繁
く
、
商
工
業
家
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を
並
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繁
華
な
る
町
並
を
呈
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川
制
尖
施
の
資
格
が
充
分
で
あ
る
。
時
に
新
庁
舎
の
建
築
も
成
り
、

地
方
'H
治
行
政
に
飛
限
進
展
せ
ん
に
は
、
泊
川
部
落
の
合
併
を
み
た

此
の
際

町
制
山
い
よ
胞
に
附
切
り
、
昭
和
三
十

一
年
九
月

一
日
を
も
っ

て
IIIJ 
伯IJ
Y二
施

こ
こ
に
新
川
内
町
と
し
て

将
米
の
辿
設
計
州
を
樹

て
、
大
川
内
川
川
想
主
現
の
た
め
発
足
し
た
。
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